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第
27
回
皇
后
盃

全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権
大
会

◀
皇
后
盃
を
手
に
す
る
山
部
佳
苗

第 56 回
全日本銃剣道優勝大会

▶一般第１部優勝＝北海道
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決勝＝山部（右）は大外刈で杉本から技有を奪う
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　女
子
柔
道
日
本
一
を
決
め
る
第
27
回
皇

后
盃
全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権
大
会
は
４

月
15
日
、横
浜
文
化
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。

　試
合
は
杉す
ぎ

本も
と

美み

香か

（
推
薦
・
コ
マ
ツ
）、

田た

知ち

本も
と

愛め
ぐ
み（

関
東
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
と
い

っ
た
強
豪
選
手
を
破
っ
た
山や
ま

部べ

佳か
な

苗え

（
関

東
・
山
梨
学
院
大
）
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

　大
会
に
は
34
名（
欠
場
者
１
名
を
含
む
）

が
出
場
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
争
わ
れ

た
。
試
合
は
国
際
柔
道
連
盟
試
合
審
判
規

定
で
行
わ
れ
、
時
間
は
６
分
、
時
間
内
に

勝
敗
が
決
し
な
い
場
合
は
旗
判
定
を
も
っ

て
決
し
た
。

◆
１
〜
３
回
戦

　昨
年
の
選
手
権
者
、杉
本
美
香
（
推
薦
・

コ
マ
ツ
）
は
初
戦
の
２
回
戦
で
、
濵
田

尚し
ょ
う

里り

（
関
東
・
山
梨
学
院
大
）
を
寝
技

で
沈
め
る
と
、
３
回
戦
は
吉
村
静し

織お
り

（
九

州
・
三
井
住
友
海
上
）
の
内
股
を
小
外
掛

に
返
し
て
８
強
入
り
を
果
た
し
た
。

　市
橋
寿す

ず々

華か

（
近
畿
・
大
阪
府
警
）
は

２
、
３
回
戦
と
も
に
寝
技
で
１
分
と
か
か

ら
ず
に
一
本
勝
し
て
、
４
回
戦
へ
と
駒
を

進
め
た
。

　70
㎏
級
の
上
野
巴と
も

恵え

（
北
海
道
・
三
井

住
友
海
上
）
は
初
戦
（
２
回
戦
）
で
菊
池

舞ま

美み

（
東
北
・
仙
台
大
柔
道
ク
ラ
ブ
）
を

山
部
が
女
子
柔
道
日
本
一

第
27
回
皇
后
盃
全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権
大
会

準決勝＝朝比奈を払腰で降した山部（上）

４回戦＝僅差で田知本を破る

山部佳苗、皇后盃までの軌跡
２回戦　○払　腰（２分 25秒）　滝川真央
３回戦　○大外刈（０分 45秒）　稲森奈見
４回戦　○判　定（６分 00秒）　田知本愛
準決勝　○払　腰（１分 16秒）　朝比奈沙羅
決　勝　○優勢勝（６分 00秒）　杉本美香
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降
す
と
、
３
回
戦
で
谷
村
美
咲
（
東
京
・

帝
京
科
学
大
）
と
対
戦
し
た
。
上
野
は
谷

村
に
足
技
で
技
有
を
奪
わ
れ
る
と
、
そ
の

ま
ま
横
四
方
に
抑
え
込
ま
れ
て
合
技
で
一

本
負
し
た
。

　実
績
の
あ
る
立
山
真
衣
（
関
東
・
フ
ォ

ー
リ
ー
フ
）
は
、
初
戦
の
２
回
戦
で
高
校

生
の
藤
原
恵
美（
東
海
・
大
成
高
）を
破
る
。

３
回
戦
で
は
78
㎏
級
の
岡
村
智
美（
東
京
・

コ
マ
ツ
）
と
対
戦
し
た
。
岡
村
が
攻
め
続

け
る
中
、
立
山
が
好
機
を
と
ら
え
て
内
股

に
入
っ
て
技
有
を
奪
う
。
な
お
も
攻
め
続

け
る
岡
村
だ
っ
た
が
ポ
イ
ン
ト
に
は
な
ら

ず
、
立
山
が
ベ
ス
ト
８
進
出
を
決
め
た
。

　昨
年
準
優
勝
の
萩は
ぎ

原は
ら

久
美
子
（
推
薦
・

兵
庫
県
警
）
は
初
戦
（
２
回
戦
）
で
烏え

帽ぼ

子し

美み

久く

（
東
京
・
東
海
大
）
と
対
戦
し
、

崩
上
四
方
固
で
抑
え
込
ま
れ
て
敗
れ
た
。

そ
の
烏
帽
子
が
３
回
戦
も
勝
っ
て
、
４
回

戦
へ
勝
ち
進
ん
だ
。

　今
年
高
校
に
入
学
し
た
朝あ
さ

比ひ

奈な

沙さ

羅ら

（
東
京
・
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
高
）
は
初

出
場
な
が
ら
、
初
戦
の
２
回
戦
、
開
始
１

分
に
払
巻
込
で
一
本
勝
す
る
と
、
３
回
戦

も
柴
田
ま
ど
か
（
北
信
越
・
新
潟
県
警
）

を
開
始
２
分
、
崩
袈
裟
固
で
沈
め
、
圧
巻

の
柔
道
で
８
強
に
名
乗
り
を
上
げ
た
。

　昨
年
の
学
生
王
者
、山
部
佳
苗
（
関
東
・

開会式

皇后盃

投の形＝赤坂洋輔五段（取）・若菜大介五段（受）

柔の形＝今立篤子女子六段（取）・齋院志津子女子五段（受）

会場となった横浜文化体育館
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攻
撃
を
冷
静
に
捌さ
ば

い
て
好
機
を
窺
う
か
が

う
。
市

橋
が
小
外
に
飛
ば
し
た
右
足
を
降
ろ
し
て

揃
っ
た
瞬
間
を
狙
っ
て
、
杉
本
が
す
か
さ

ず
払
腰
。
市
橋
の
体
が
一
回
転
し
て
、
杉

本
の
一
本
勝
が
宣
さ
れ
た
。

　

僅
差
の
接
戦
を
制
し
た
立
山

　立
山
真
衣

　
判

　定

　谷
村
美
咲

　序
盤
か
ら
谷
村
が
積
極
的
に
仕
掛
け
て

い
く
。
し
か
し
、
立
山
は
こ
れ
を
捌
い
て

崩
れ
な
い
。
逆
に
要
所
要
所
で
立
山
の
足

技
に
谷
村
が
ぐ
ら
つ
く
場
面
も
見
ら
れ

る
。
両
者
ポ
イ
ン
ト
の
な
い
ま
ま
、
時
間

と
な
り
、
旗
判
定
は
２
―
１
で
立
山
が
勝

利
し
た
。

　

逆
転
勝
利
で
準
決
勝
へ

　朝
比
奈
沙
羅

　○
総
合
勝

　烏
帽
子
美
久

　序
盤
、
烏
帽
子
が
左
内
股
か
ら
右
背
負

投
へ
の
連
絡
技
で
朝
比
奈
の
126
㎏
の
巨
体

を
担
ぐ
と
、
朝
比
奈
は
堪
ら
ず
横
か
ら
落

ち
て
有
効
と
な
る
。
ポ
イ
ン
ト
を
取
ら
れ

た
朝
比
奈
は
猛
然
と
烏
帽
子
に
襲
い
か
か

る
。
技
の
出
せ
な
い
烏
帽
子
に
指
導
が
３

つ
つ
く
と
、
最
後
は
朝
比
奈
の
小
外
刈
が

決
ま
っ
て
総
合
勝
し
た
。

２回戦＝山部（左）が滝川に払腰で一本勝

３回戦＝田知本（左）が大野に払腰で一本勝 ３回戦＝杉本（上）が吉村に小外掛で一本勝

４回戦＝杉本（奥）が市橋を破る

順当に実力者が勝ち上がった

山
梨
学
院
大
）
の
動
き
が
よ
く
、
初
戦
の

２
回
戦
で
滝
川
真
央
（
東
海
・
富
士
市
立

高
）
を
払
腰
で
降
す
と
、
３
回
戦
で
は
開

始
直
後
に
稲
森
奈
見
（
九
州
・
三
井
住
友

海
上
）
か
ら
豪
快
な
大
外
刈
で
一
本
を
奪

っ
て
４
回
戦
へ
。

　田
知
本
愛め
ぐ
み（

関
東
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
は
、

初
戦
を
勝
っ
て
３
回
戦
、
70
㎏
級
の
大
野

陽
子
（
近
畿
・
コ
マ
ツ
）
を
払
腰
で
降
し
、

危
な
げ
な
く
ベ
ス
ト
８
入
り
し
た
。

◆
４
回
戦

　

杉
本
、
払
腰
一
閃

　杉
本
美
香

　○
払

　腰

　市
橋
寿
々
華

　杉
本
は
自
分
の
形
を
作
る
と
、
市
橋
の
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田
知
本
、
無
念
の
敗
退

　山
部
佳
苗

　
判

　定

　田
知
本
愛

　激
し
い
組
手
争
い
を
繰
り
広
げ
る
両
者

だ
が
、
な
か
な
か
得
意
の
形
に
持
ち
込
め

な
い
。
先
に
田
知
本
に
指
導
が
つ
く
が
、

田
知
本
が
攻
勢
に
出
る
と
山
部
に
も
指
導

が
つ
く
。ポ
イ
ン
ト
に
動
き
の
な
い
ま
ま
、

判
定
に
持
ち
越
さ
れ
、
２
―
１
で
山
部
が

田
知
本
を
降
し
た
。

◆
準
決
勝

　

技
が
出
ず
、
判
定
で
杉
本

　杉
本
美
香

　
判

　定

　立
山
真
衣

　両
者
、
組
手
争
い
に
終
始
し
、
有
効
な

技
が
な
か
な
か
出
な
い
。
自
分
の
組
手
が

作
れ
な
い
た
め
、
足
を
出
し
て
も
有
効
な

技
に
な
ら
ず
、
ポ
イ
ン
ト
が
動
か
な
い
。

終
盤
は
立
山
が
、
強
引
に
杉
本
の
釣
手
を

振
り
払
う
場
面
が
多
く
見
ら
れ
た
。
そ
の

ま
ま
旗
判
定
と
な
り
、
３
―
０
で
杉
本
が

昨
年
に
続
い
て
決
勝
の
舞
台
へ
。

　

期
待
の
大
型
新
人
が
力
尽
き
る

　山
部
佳
苗

　○
払

　腰

　朝
比
奈
沙
羅

　山
部
は
初
め
か
ら
朝
比
奈
の
後
襟
を
持

ち
、
上
体
を
押
さ
え
つ
け
る
。
朝
比
奈
が

強
引
に
右
大
外
刈
に
出
る
と
、
山
部
は
狙

っ
て
い
た
よ
う
に
刈
り
足
を
透
か
し
、
払

腰
に
返
し
て
見
事
な
一
本
。
山
部
が
初
め

て
の
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

◆
決
勝

　

山
部
、
杉
本
を
降
し
て
優
勝

　山
部
佳
苗

　
優
勢
勝

　杉
本
美
香

　初
め
て
の
決
勝
に
も
臆
さ
ず
、
山
部
が

積
極
的
に
技
を
出
し
て
、
大
内
刈
で
杉
本

を
崩
す
。
杉
本
は
不
用
意
に
場
外
に
出
て

指
導
が
つ
く
。
中
盤
、
山
部
が
遠
間
か
ら

大
外
刈
に
飛
び
込
む
と
、
杉
本
は
堪
ら
ず

倒
れ
て
技
有
。
山
部
は
そ
の
ま
ま
袈
裟
固

に
抑
え
込
ん
だ
が
、
こ
れ
は
不
十
分
で
７

秒
で
解
け
た
。

　仕
切
り
直
し
て
、
杉
本
も
技
を
出
し
て

い
く
が
、
手
足
が
ば
ら
ば
ら
で
山
部
は
崩

れ
な
い
。
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
杉

本
に
片
襟
の
指
導
が
つ
き
、
ポ
イ
ン
ト
差

は
開
く
ば
か
り
。
山
部
も
再
び
大
外
を
狙

っ
て
い
く
が
、
こ
れ
は
杉
本
が
警
戒
し
て

い
た
。
焦
っ
て
攻
め
る
杉
本
は
効
果
あ
る

技
を
出
す
こ
と
が
で
き
ず
に
時
間
と
な
り

連
覇
は
な
ら
ず
。
大
学
生
の
山
部
が
皇
后

盃
を
手
中
に
収
め
た
。

４回戦＝朝比奈（右）が烏帽子から技有を奪う

４回戦＝山部（右）と田知本は互いに譲らぬ試合に準決勝＝杉本（右）は判定で立山を破って決勝へ
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花
の
女
子
高
生
が
４
名
出
場

　今
大
会
の
台
風
の
目
と
な
っ
た
朝
比
奈

沙
羅
（
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
）
は
今
年
４

月
に
高
校
入
学
し
た
ば
か
り
の
15
歳
。
１

年
生
な
が
ら
す
で
に
超
高
校
級
で
、
３
位

入
賞
は
圧
巻
。
他
に
も
超
級
の
滝
川
真
央

（
富
士
市
立
）、
藤
原
恵
美
（
大
成
）、
さ

ら
に
63
㎏
級
の
津
金
恵
（
松
商
学
園
）
の

計
４
名
が
地
区
予
選
を
勝
ち
上
が
っ
て
出

場
を
果
た
し
た
。
全
員
初
出
場
と
い
う
こ

と
で
話
を
聞
い
て
み
た
。

◉
朝
比
奈
沙
羅
選
手
（
東
京
・
高
１
）

「
大
き
な
目
標
は
メ
ダ
ル
で
し
た
。
今
回

の
結
果
に
気
を
抜
か
ず
に
頑
張
り
ま
す
」

　多
く
の
報
道
陣
に
囲
ま
れ
て
も
笑
顔
を

浮
か
べ
、
堂
々
と
し
た
受
け
答
え
。
試
合

も
緊
張
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
緊
張
し
て
ア
ッ
プ
で
動
き
す
ぎ
ま
し
た

（
笑
）。
で
も
そ
れ
が
試
合
で
は
い
い
結
果

に
つ
な
が
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　目
指
す
一
本
柔
道
の
一
端
を
出
せ
た
と

語
る
朝
比
奈
。最
後
に
我
々
を
驚
か
せ
た
。

「
力
を
十
分
に
出
せ
れ
ば
、
強
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
の
で
、次
は
優
勝
し
た
い
で
す
」

　わ
か
っ
て
言
っ
て
る
の
か
、違
う
の
か
、

ど
ち
ら
に
し
て
も
、
心
身
と
も
に
大
物
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
だ
。

◉
滝
川
真
央
選
手
（
東
海
・
高
２
）

「
強
か
っ
た
…
…
」

　優
勝
し
た
山
部
に
初
戦
で
敗
れ
た
滝
川

の
第
一
声
で
あ
る
。

「
大
学
生
だ
か
ら
力
も
強
い
し
、
捌
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
自
分
の
柔
道
が
で
き
た
ら

と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
あ
ん
ま
り
…
…
」

　将
来
は
五
輪
に
出
た
い
と
語
る
滝
川
。

ぜ
ひ
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

◉
藤
原
恵
美
選
手
（
東
海
・
高
３
）

　初
戦
で
同
じ
高
校
生
の
津
金
を
降
し
、

２
回
戦
で
立
山
に
敗
れ
た
。

「
技
は
か
け
て
い
っ
た
の
で
す
が
、
全
然

通
用
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
力
が
強
く
て
、

押
し
返
せ
な
か
っ
た
で
す
」

　払
腰
、
一
本
背
負
投
を
得
意
技
に
挙
げ

る
藤
原
の
目
標
は
杉
本
だ
。
杉
本
の
柔
道

を
見
て
参
考
に
し
て
い
る
と
い
う
。

「
柔
道
ス
タ
イ
ル
や
技
、
キ
ャ
ラ
も
好
き

で
す
。将
来
は
日
本
一
に
な
り
た
い
で
す
」

◉
津
金
恵
選
手
（
北
信
越
・
高
２
）

　初
戦
で
藤
原
に
敗
れ
た
。
63
㎏
級
な
が

ら
動
き
が
よ
く
、判
定
ま
で
持
ち
込
ん
だ
。

「
で
き
る
こ
と
を
や
り
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」

　試
合
で
は
何
度
も
内
股
を
試
み
た
。

「
内
股
が
得
意
な
ん
で
す
け
ど
、
ち
ょ
っ

と
重
か
っ
た
で
す
（
笑
）」

　か
わ
い
い
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
が
、

今
後
の
こ
と
を
聞
く
と
表
情
が
一
変
。

「
力
負
け
し
な
い
よ
う
に
組
手
と
パ
ワ
ー

の
強
化
で
す
ね
。
ま
ず
は
日
本
一
、
今
年

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
か
ら
取
り
ま
す
」

　あ
こ
が
れ
の
選
手
は
谷
本
歩
実
氏
ら
し

い
。
氏
の
よ
う
な
切
れ
る
技
で
世
界
を
舞

台
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
。

高校生ながら３位入賞の朝比奈（右）

山部と組手争いをする滝川（左）

初戦で高校生対決となった（左・藤原、右・津金）

心技体 人を育てる総合誌
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◉
２
位
＝
杉
本
美
香
選
手
（
推
薦
）

「
今
回
は
全
体
的
に
課
題
が
残
る
試
合
で

し
た
。
足
も
動
い
て
な
い
で
す
し
、
甘
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
好
不
調
の
波
は

あ
ま
り
な
い
よ
う
に
精
神
面
を
追
い
込
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
次
の
選

抜
ま
で
に
ど
う
い
う
練
習
を
し
て
い
く
の

か
、
し
っ
か
り
考
え
て
や
り
直
し
ま
す
。

試
合
中
は
大
き
な
声
援
を
い
た
だ
い
て
い

た
の
に
申
し
訳
な
い
で
す
」

【
大
会
結
果
】

優

　勝
＝
山
部
佳
苗
（
関
東
）

準
優
勝
＝
杉
本
美
香
（
推
薦
）

第
３
位
＝
朝
比
奈
沙
羅
（
東
京
）

　
　
　
　立
山
真
衣
（
関
東
）

第
５
位
＝
田
知
本
愛
（
関
東
）

　
　
　
　市
橋
寿
々
華
（
近
畿
）

　
　
　
　烏
帽
子
美
久
（
東
京
）

　
　
　
　谷
村
美
咲
（
東
京
）

◉
優
勝
＝
山
部
佳
苗
選
手
（
関
東
）

　今
年
の
女
子
柔
道
日
本
一
に
は
山
部

が
輝
い
た
。
そ
れ
も
日
本
女
子
重
量
級

を
代
表
す
る
杉
本
、
田
知
本
を
そ
れ
ぞ

れ
降
し
て
、
で
あ
る
。

「
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
す
」

　今
大
会
で
は
序
盤
か
ら
積
極
的
に
仕

掛
け
る
山
部
の
姿
が
印
象
に
残
る
。
そ

の
結
果
が
２
、
３
回
戦
の
投
技
で
の
一

本
勝
で
あ
る
。

「
以
前
は
相
手
の
技
に
入
っ
て
か
ら
、

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
自
分
か

ら
攻
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

　４
回
戦
の
田
知
本
戦
は
楽
な
試
合
で

は
な
か
っ
た
が
、
両
襟
を
取
っ
て
攻
め

て
く
る
田
知
本
の
腕
を
引
き
手
で
制
し

て
、
技
を
封
じ
た
。
準
決
勝
は
超
高
校

級
の
朝
比
奈
を
寄
せ
付
け
ず
に
完
勝
。

　決
勝
は
自
身
が
目
標
と
す
る
杉
本
と

の
対
戦
だ
っ
た
。
杉
本
に
は
過
去
、
グ

ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
で
勝
っ
て
い
る
。

「
特
に
対
策
を
考
え
て
い
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
体
が
勝
手
に
動
き
ま
し

た
。
決
勝
は
無
我
夢
中
だ
っ
た
の
で
あ

ま
り
覚
え
て
い
な
い
ん
で
す
」

　山
部
は
柔
道
経
験
の
あ
る
父
に
誘
わ

れ
て
、
６
歳
の
頃
か
ら
地
元
北
海
道
の

町
道
場
で
柔
道
を
始
め
た
。
柔
道
の
他

に
水
泳
教
室
に
も
通
う
ス
ポ
ー
ツ
少
女

だ
っ
た
。

　小
学
６
年
生
か
ら
は
柔
道
一
筋
で
、

全
国
中
学
生
大
会
で
３
位
、
全
日
本
ジ

ュ
ニ
ア
連
覇
。大
学
は
山
梨
学
院
大
へ
。

「
大
学
に
入
っ
て
か
ら
は
高
校
ま
で
と

メ
ニ
ュ
ー
が
違
い
ま
し
た
し
、
自
然
に

力
が
つ
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　大
学
入
学
と
同
時
に
本
大
会
に
出
場

し
続
け
て
お
り
、
昨
年
３
位
入
賞
を
果

た
し
て
実
力
を
見
せ
た
。

「
昨
年
入
賞
し
て
、
優
勝
を
目
指
せ
る

と
思
い
ま
し
た
。
と
に
か
く
皇
后
盃
で

勝
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
あ
り

ま
し
た
」

　昨
年
は
学
生
選
手
権
優
勝
、
講
道
館

杯
準
優
勝
の
結
果
を
残
し
た
が
、
冬
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遠
征
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
悔
し
さ

を
こ
の
場
で
ぶ
つ
け
、頂
点
に
立
っ
た
。

「
ま
だ
ま
だ
ポ
イ
ン
ト
を
取
ら
れ
て
か

ら
の
動
き
が
悪
い
な
ど
課
題
は
多
く
あ

り
ま
す
が
、
今
回
が
ま
ぐ
れ
だ
と
言
わ

れ
な
い
よ
う
に
次
の
選
抜
も
し
っ
か
り

と
勝
ち
た
い
で
す
」

　山
部
の
今
後
の
活
躍
次
第
で
は
女
子

重
量
級
の
勢
力
図
が
大
き
く
変
わ
っ
て

く
る
だ
ろ
う
。

優勝＝山部佳苗選手（関東） 準優勝＝杉本美香選手（推薦）

第３位＝朝比奈沙羅選手（東京）第３位＝立山真衣選手（関東）

（ 四六判・上製・412 頁 ）



（ 四六判・上製・412 頁 ）
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　第
56
回
全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大
会
は
４
月
15
日
、
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
�
昨
年

︵
第
55
回
大
会
︶
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
中
止
と
な
�
た
た
め
、
２
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
�
た
�

　試
合
は
、
一
般
第
１
部
︵
都
道
府
県
連
盟
︶、
一
般
第
２
部
︵
実
業
団
・
ク
ラ
ブ
・
道

場
・
大
学
等
︶、
防
衛
省
第
１
部
︵
陸
上
指
定
︶、
防
衛
省
第
２
部
︵
海
上
・
航
空
・
第

１
部
以
外
の
陸
上
︶
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
計
191
チ
�
ム
が
出
場
し
た
�

　一
般
第
１
部
で
は
北
海
道
が
決
勝
で
大
分
を
破
�
て
優
勝
し
た
�
一
般
第
２
部
で
は
、

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
Ａ
︵
東
京
︶
が
優
勝
し
た
�
防
衛
省
第
１
部
で
は
、第
34
普
通
科
連
隊
︵
静

岡
︶
が
第
42
普
通
科
連
隊
︵
熊
本
︶
を
降
し
て
初
優
勝
�
防
衛
省
第
２
部
で
は
日
本
原

駐
屯
地
︵
岡
山
︶
が
９
連
覇
を
果
た
し
た
�

一般第１部決勝副将戦＝北海道・植松（左）対大分・小山 北
海
道
が
優
勝

防
衛
省
第
１
部
は
34
普
連
が
初
優
勝

全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大
会

一
般

１
部
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　24
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で

争
わ
れ
た
。
準
決
勝
に
勝
ち
上
が
っ
た
の

は
鹿
児
島
、
大
分
、
第
54
回
大
会
第
３
位

の
北
海
道
、
同
大
会
優
勝
の
神
奈
川
の
４

チ
ー
ム
と
な
っ
た
。

　準
決
勝
第
一
試
合
は
鹿
児
島
対
大
分
。

両
者
互
角
の
戦
い
が
続
き
、
先
鋒
・
中
堅

で
は
鹿
児
島
が
、
次
鋒
・
副
将
で
大
分
が

そ
れ
ぞ
れ
判
定
勝
ち
し
て
、
２
―
２
で
大

将
戦
を
迎
え
る
。
大
将
戦
も
一
進
一
退
の

攻
防
戦
と
な
り
、
決
着
の
つ
か
な
い
ま
ま

試
合
終
了
。
判
定
の
結
果
、
大
分
・
姫
嶋

が
勝
っ
て
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　一
方
、
北
海
道
と
神
奈
川
の
対
戦
で

は
、
先
鋒
戦
で
神
奈
川
が
勝
っ
て
先
制
す

る
も
、
次
鋒
か
ら
大
将
ま
で
北
海
道
が
勝

利
し
て
神
奈
川
を
破
っ
た
。

◇
決
勝

　
　
　北
海
道

　３
―
２

　大
分

先
鋒

　菊
川

　
　判
―

　
　
　宿
利

次
鋒

　山
本

　
　判
―

　
　
　桑
野

中
堅

　川
㟢

　
　
　―
判

　
　小
田

副
将

　植
松

　上
下
―
上

　
　小
山

大
将

　村
井

　
　上
―
カ
判

　姫
嶋

　先
鋒
戦
は
北
海
道
・
菊
川
対
大
分
・
宿

利
。
互
い
に
慎
重
に
相
手
の
出
方
を
う
か

が
い
な
が
ら
攻
撃
す
る
。
両
者
決
め
手
の

な
い
ま
ま
、
試
合
終
了
と
な
り
、
判
定
の

結
果
、
旗
３
本
揃
っ
た
菊
川
の
勝
ち
。

　次
鋒
戦
、
北
海
道
・
山
本
が
積
極
的
に

大
分
・
桑
野
を
攻
め
る
も
、
有
効
な
突
き

と
は
な
ら
な
い
。
判
定
と
な
り
、
２
―
１

で
山
本
が
２
勝
目
を
あ
げ
た
。

　中
堅
戦
は
激
し
い
攻
防
戦
と
な
り
、
互

い
に
一
本
も
取
ら
せ
ず
、
判
定
で
大
分
・

小
田
が
北
海
道
・
川
㟢
を
破
っ
て
２
―
１

と
す
る
。

　副
将
戦
、
北
海
道
の
高
校
生
・
植
松
が

果
敢
に
大
分
・
小
山
を
攻
め
た
て
る
が
、

小
山
は
植
松
が
飛
び
込
ん
で
く
る
の
に
合

わ
せ
て
、
冷
静
に
上
胴
を
決
め
る
。
植
松

は
一
本
取
ら
れ
た
後
も
攻
撃
の
手
を
緩
め

ず
、
下
胴
、
上
胴
を
連
取
し
て
逆
転
。
北

海
道
の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

　な
お
、
大
将
戦
で
は
北
海
道
・
村
井
が

上
胴
で
先
制
す
る
も
、
大
分
・
姫
嶋
が
肩

で
取
り
返
し
て
判
定
に
持
ち
込
み
、
姫
嶋

の
勝
ち
と
な
っ
た
。

◎
北
海
道
・
塩
谷
昭
次
郎
監
督

「
優
勝
す
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
選
手
た
ち
が
自
分
の
力
を
信
じ
て

一
生
懸
命
戦
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
勝
利

に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
今
回
は
国
体
で
優
勝
し
た
高

校
生
の
選
手
が
２
名
加
わ
っ
た
の
で
、
彼

ら
が
大
き
な
戦
力
と
な
り
、
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
若
い
人
の
力
を
伸
ば

す
こ
と
が
、
今
後
の
発
展
に
も
繋
が
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
」

◎
北
海
道
・
川
㟢
喜
一
選
手
、
植
松
正
平

選
手

　２
人
は
旭
川
実
業
高
校
２
年
生
。
本
大

会
に
は
初
出
場
だ
と
い
う
。

　川
㟢
喜
一
選
手
「
大
人
と
の
試
合
は
緊

張
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
会
で
も
、

も
っ
と
自
分
の
銃
剣
道
が
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
で
す
。
７
月
の
高
校
生
大
会

と
10
月
の
国
体
で
連
覇
す
る
こ
と
が
、
今

の
目
標
で
す
」

　植
松
正
平
選
手
「
い
つ
も
は
高
校
生
と

の
試
合
ば
か
り
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
大

会
で
社
会
人
の
方
の
試
合
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
刺
激
的
で
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら

の
練
習
に
う
ま
く
生
か
し
て
い
け
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。
高
校
生
大
会
、
国
体
も

控
え
て
い
る
の
で
、
全
部
の
大
会
で
優
勝

し
た
い
で
す
」

　10
チ
ー
ム
が
出
場
。
Ａ
・
Ｂ
２
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
、
各

リ
ー
グ
上
位
２
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
進
ん
で
優
勝
を
争
う
。

　準
決
勝
第
一
試
合
は
、
Ａ
リ
ー
グ
１
位

の
防
衛
大
Ａ
（
神
奈
川
）
対
Ｂ
リ
ー
グ
２

位
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
Ａ
（
東
京
）。
Ａ
Ｌ
Ｓ

Ｏ
Ｋ
が
先
鋒
、
中
堅
と
２
勝
し
て
決
勝
に

進
む
。

　準
決
勝
第
２
試
合
の
防
衛
大
Ｃ
（
神
奈

　

一
般
第
１
部

　

一
般
第
２
部

一般第１部決勝先鋒戦＝北海道・菊川（左）対大分・宿利
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川
）
対
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
中

堅
、
大
将
で
防
衛
大
が
勝
っ
て
決
勝
へ
。

◇
決
勝

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
Ａ

　２
―
１

　防
衛
大
Ｃ

先
鋒

　三
浦

　上
上
―

　
　
　牧
田

中
堅

　松
浦

　
　上
―
上
下

　中
根

大
将

　堀
江

　下
上
―
上

　
　橋
口

　先
鋒
戦
で
は
、
三
浦
が
牧
田
に
上
胴
を

２
本
決
め
て
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
が
先
制
す
る
。

す
る
と
中
堅
戦
で
防
衛
大
・
中
根
が
上
胴
、

下
胴
を
奪
い
、
１
―
１
で
大
将
戦
を
迎
え

る
。
大
将
戦
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
・
堀
江
が
下

胴
を
先
取
す
る
と
、
防
衛
大
・
橋
口
も
上

胴
で
一
本
取
り
返
す
。
最
後
は
堀
江
が
上

胴
を
奪
っ
て
チ
ー
ム
の
勝
利
を
決
め
た
。

　65
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で

争
わ
れ
た
。
準
決
勝
に
勝
ち
進
ん
だ
の
は

34
普
連
（
静
岡
）、
14
普
連
（
石
川
）、
42

普
連
（
熊
本
）、
50
普
連
（
高
知
）。

　準
決
勝
、
34
普
連
対
14
普
連
で
は
、
４

―
１
で
34
普
連
が
14
普
連
を
降
し
た
。
も

う
一
方
の
42
普
連
と
50
普
連
の
対
戦
は
、

４
―
１
で
42
普
連
が
勝
っ
て
決
勝
に
駒
を

進
め
た
。

　◇
決
勝

　
　
　34
普
連

　３
―
２

　42
普
連

先
鋒

　菊
地

　
　判
―

　
　
　田
尻

次
鋒

　鳥
澤

　
　上
―

　
　
　和
久
田

中
堅

　荻
田

　下
上
―

　
　
　大
石

副
将

　村
山

　
　上
―
上
判

　前
川

大
将

　勝
又

　
　
　―
ノ
上

　⻆

　先
鋒
戦
は
、
34
普
連
・
菊
地
、
42
普

連
・
田
尻
と
も
に
譲
ら
ず
決
め
手
の
な
い

ま
ま
、判
定
に
も
つ
れ
こ
む
。
そ
の
結
果
、

菊
地
が
旗
３
本
で
判
定
勝
ち
。

　次
鋒
戦
、
34
普
連
・
鳥
澤
が
試
合
開
始

直
後
、
和
久
田
に
上
胴
を
決
め
る
。
そ
の

後
は
激
し
い
攻
防
と
な
る
も
、
鳥
澤
が
逃

　

防
衛
省
第
１
部

一般第２部優勝＝ALSOKA

【上】防衛省第１部決勝先鋒戦＝ 34普連・菊地（左）
対 42普連・田尻

【右】防衛省第１部決勝大将戦、42普連の⻆が意地
を見せてノド、上胴を決める

一般第２部決勝大将戦＝ALSOKA・
堀江（右）対防衛大C・橋口
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げ
切
る
。

　中
堅
戦
で
は
、
34
普
連
・
荻
田
が
試
合

開
始
と
同
時
に
飛
び
出
し
て
、
大
石
か
ら

下
胴
を
奪
う
。
荻
田
は
続
け
て
上
胴
を
決

め
て
２
本
勝
ち
。
34
普
連
が
初
優
勝
を
果

た
し
た
。

　副
将
戦
で
は
34
普
連
・
村
山
、
42
普
連
・

前
川
と
も
に
上
胴
一
本
ず
つ
を
取
り
、
判

定
で
前
川
が
勝
ち
。大
将
戦
で
は
42
普
連
・

⻆
が
勝
又
か
ら
ノ
ド
、
上
胴
と
２
本
奪
っ

て
勝
利
。
42
普
連
も
意
地
を
見
せ
、
結
果

は
３
―
２
と
な
っ
た
。

◎
34
普
通
科
連
隊
・
平
尾
多
津
彦
監
督

「
優
勝
す
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
驚
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ベ
ス
ト
８
ま

で
し
か
上
が
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
し
、
42
普
連
の
選
手
と
は
よ
く
戦
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
か
な

り
負
け
て
い
ま
し
た
の
で
。

　選
手
た
ち
は
個
性
が
強
く
、
普
段
は
自

由
気
ま
ま
な
チ
ー
ム
と
い
う
雰
囲
気
な
の

で
す
が
、
今
日
は
そ
れ
が
良
い
方
向
に
働

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
由
気

ま
ま
に
勝
ち
に
行
き
、
勢
い
良
く
前
に
前

に
出
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
、
勝
因
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す

練
習
し
て
、
連
覇
を
目
指
し
ま
す
」

　92
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
で
争
わ
れ
た
。
大
村（
長
崎
）、対
馬（
長

崎
）、
８
連
覇
中
の
日
本
原
（
岡
山
）、
入

間
（
埼
玉
）
が
ベ
ス
ト
４
に
勝
ち
残
っ
た
。

　準
決
勝
で
は
、
大
村
が
対
馬
を
４
―
１

で
破
っ
て
決
勝
に
進
み
、
ま
た
、
日
本
原

が
入
間
に
一
本
も
取
ら
せ
ず
５
―
０
で
今

年
も
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

【
大
会
結
果
】

▽
一
般
第
１
部

　①
北
海
道
②
大
分
③
鹿
児

島
、
神
奈
川

▽
一
般
第
２
部

　①
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
Ａ
（
東
京
）

②
防
衛
大
学
校
Ｃ
（
神
奈
川
）
③
Ａ
Ｌ
Ｓ

Ｏ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
（
東
京
）、
防
衛
大
学
校

Ａ
（
神
奈
川
）

▽
防
衛
省
第
１
部

　①
第
34
普
通
科
連
隊

（
静
岡
）
②
第
42
普
通
科
連
隊
（
熊
本
）

③
第
14
普
通
科
連
隊
（
石
川
）、
第
50
普

通
科
連
隊
（
高
知
）

　

防
衛
省
第
２
部

◇
決
勝

　
　
　日
本
原

　４
―
１

　大
村

先
鋒

　上
田

　
　判
―

　
　黒
岩

次
鋒

　高
島

　下
上
―
下

　川
原

中
堅

　岡
崎

　
　上
―

　
　浦
川

副
将

　藤
原

　
　上
―

　
　森
田

大
将

　南
條

　
　
　―
上

　中
島

　先
鋒
戦
の
日
本
原
・
上
田
対
大
村
・
黒

岩
は
、
上
田
が
判
定
勝
ち
。
次
鋒
戦
、
日

本
原
・
高
島
が
下
胴
を
取
る
と
、
大
村
・

川
原
も
下
胴
を
奪
い
返
す
が
、
高
島
が
上

胴
で
２
本
目
を
決
め
る
。

　中
堅
戦
で
は
日
本
原
・
岡
崎
が
上
胴
で

一
本
勝
ち
。
こ
こ
で
日
本
原
の
優
勝
が
決

ま
る
。
副
将
戦
は
日
本
原
・
藤
原
が
、
大

将
戦
は
大
村
・
中
島
が
勝
っ
て
、
結
果
は

４
―
１
。
日
本
原
は
９
連
覇
と
な
っ
た
。

▽
防
衛
省
第
２
部

①
日
本
原
駐
屯
地
（
岡

山
）
②
大
村
駐
屯
地
（
長
崎
）
③
入
間
基

地
（
埼
玉
）、
対
馬
駐
屯
地
（
長
崎
）

防衛省第２部優勝＝日本原駐屯地

防衛省第１部優勝＝第 34普通科連隊

心技体 人を育てる総合誌
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〈広告〉

日本武道館の単行本

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

田
代
し
ん
た
ろ
う

　著

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

（ 

Ｂ
５
判
・
２
３
６
頁 

）

　月
刊
﹁
武
道
﹂
誌
上
で
好
評
連
載
中
の
﹁
マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め
﹂

を
単
行
本
化
！

　柔
道
・
剣
道
・
弓
道
・
相
撲
・
空
手
道
・
合
気
道
・
少
林
寺
拳
法
・

な
ぎ
な
た
・
銃
剣
道
・
古
武
道
の
各
先
生
方
に
毎
回
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
取
材
し
、
武
道
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
お
も
し
ろ
く
、
わ
か
り
や

す
く
、
描
い
て
い
ま
す
。

　大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。

《
目
次
》

序
章
　武
道
の
す
す
め

　松
永
光
（
日
本
武
道
館
）
／
高
村
正
彦
（
武
道
議
員
連
盟
）

　／
有
松
育
子
（
文
部
科
学
省
）

第
１
章
　い
ざ
！
　武
道
の
世
界
へ

第
２
章
　柔
道
の
す
す
め

　大
澤
慶
己
／
長
谷
川
博
之
／
腹
巻
宏
一
／
吉
村
和
郎
／
山
内
直
人

第
３
章
　剣
道
の
す
す
め

　森
島
健
男
／
角
正
武
／
千
田
重
光
／
井
上
茂
明
／
小
林
知
洋

第
４
章
　弓
道
の
す
す
め

　森
永
良
雄
／
吉
本
清
信
／
宇
佐
美
義
光
／
柴
田
猛
／
大
和
田
正
孝

第
５
章
　相
撲
の
す
す
め

　塔
尾
武
夫
／
住
吉
和
則
／
下
村
勝
彦
／
安
井
和
男

第
６
章
　空
手
道
の
す
す
め

　金
城
裕
／
長
谷
川
伸
一
／
安
里
廣
之
／
山
本
英
雄
／
大
石
武
士

第
７
章
　合
気
道
の
す
す
め

　多
田
宏
／
磯
山
博
／
菅
沼
守
人
／
珠
玖
仁

第
８
章
　少
林
寺
拳
法
の
す
す
め

　合
田
清
一
／
阿
達
美
恵
子
／
山
巻
哲
／
松
浦
哲
也

第
９
章
　な
ぎ
な
た
の
す
す
め

　澤
田
花
江
／
梶
山
武
子
／
一
川
治
子
／
左
村
美
穂
子
／
大
津
博
美

第
10
章
　銃
剣
道
の
す
す
め

　桑
原
正
治
／
兼
坂
弘
道
／
遠
藤
守
／
石
川
慎
也
／
北
村
弘
之

第
11
章
　古
武
道
の
す
す
め

　竹
内
藤
十
郎
（
柔
術
）
／
笹
森
建
美
（
剣
術
）
／
加
藤
伊
三
男
（
槍
術
）

　／
小
笠
原
清
忠
（
弓
馬
術
）

日
本
武
道
館
の
歴
史

《
目
次
》

序
章
　武
道
の
す
す
め

　松
永
光（
日
本
武
道
館
）／
高
村
正
彦（
武
道
議
員
連
盟
）
　／

　有
松
育
子（
文
部
科
学
省
）

第
１
章
　い
ざ
！
　武
道
の
世
界
へ

第
２
章
　柔
道
の
す
す
め

　大
澤
慶
己
／
長
谷
川
博
之
／
腹
巻
宏
一
／
吉
村
和
郎
／
山
内
直
人

第
３
章
　剣
道
の
す
す
め

　森
島
健
男
／
角
正
武
／
千
田
重
光
／
井
上
茂
明
／
小
林
知
洋

第
４
章
　弓
道
の
す
す
め

　森
永
良
雄
／
吉
本
清
信
／
宇
佐
美
義
光
／
柴
田
猛
／
大
和
田
正
孝

第
５
章
　相
撲
の
す
す
め

　塔
尾
武
夫
／
住
吉
和
則
／
下
村
勝
彦
／
安
井
和
男

第
６
章
　空
手
道
の
す
す
め

　金
城
裕
／
長
谷
川
伸
一
／
安
里
廣
之
／
山
本
英
雄
／
大
石
武
士

第
７
章
　合
気
道
の
す
す
め

　多
田
宏
／
磯
山
博
／
菅
沼
守
人
／
珠
玖
仁

第
８
章
　少
林
寺
拳
法
の
す
す
め

　合
田
清
一
／
阿
達
美
恵
子
／
山
巻
哲
／
松
浦
哲
也

第
９
章
　な
ぎ
な
た
の
す
す
め

　澤
田
花
江
／
梶
山
武
子
／
一
川
治
子
／
左
村
美
穂
子
／
大
津
博
美

第
10
章
　銃
剣
道
の
す
す
め

　桑
原
正
治
／
兼
坂
弘
道
／
遠
藤
守
／
石
川
慎
也
／
北
村
弘
之

第
11
章
　古
武
道
の
す
す
め

　竹
内
藤
十
郎（
柔
術
）／
笹
森
建
美（
剣
術
）／
加
藤
伊
三
男（
槍
術
）／

　小
笠
原
清
忠（
弓
馬
術
）

日
本
武
道
館
の
歴
史
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
  翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD付・336頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

（ Ｂ５判・上製・箱入・526頁 ）
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ニュース

　第
34
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会
は
３
月
19
日
（
個
人
戦
）・
20
日
（
団

体
戦
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
�
前
年
の
33
回
大
会
は

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
本
大
会
は
２
年
ぶ
り
と
な
る
�

　団
体
戦
・
男
子
（
勝
ち
抜
き
試
合
）
は
、
東
海
大
浦
安
（
千
葉
）
が
桐
蔭
学
園
（
神

奈
川
）
に
１
人
残
し
で
勝
利
し
、
念
願
の
初
優
勝
に
輝
い
た
�
女
子
（
点
取
り
試
合
）

で
は
、
埼
玉
栄
（
埼
玉
）
が
阿
蘇
中
央
（
熊
本
）
を
１
�
０
で
破
り
、
３
年
ぶ
り
３

回
目
の
優
勝
を
遂
げ
た
�
ま
た
、
一
昨
年
か
ら
復
活
し
た
個
人
戦
で
は
、
男
女
共
、

体
重
別
４
階
級
及
び
無
差
別
で
争
わ
れ
、
高
校
生
日
本
一
の
座
を
懸
け
た
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
�

男子団体決勝＝東海大浦安大将・ベイカー（上）が桐蔭学園大将・山本から隅落で一本を奪う

東
海
大
浦
安
（千葉） 

が
初
優
勝

女
子
は
、
埼
玉
栄

（埼玉）  

が
３
回
目
の
優
勝

第
34
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

◉
団
体
戦

　男
子
は
全
国
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
52

校
、
女
子
は
48
校
が
出
場
し
、
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
方
式
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

　男
子
は
各
チ
ー
ム
５
名（
体
重
無
差
別
）

に
よ
る
勝
ち
抜
き
試
合
、
女
子
は
各
チ
ー

ム
３
名
（
先
鋒
＝
52
㎏
以
下
、
中
堅
＝
63

㎏
以
下
、
大
将
＝
無
差
別
）
に
よ
る
点
取

り
試
合
で
争
わ
れ
た
。

○
男
子

　準
決
勝
は
、
桐
蔭
学
園
（
神
奈
川
）
対

天
理
（
奈
良
）
と
、東
海
大
浦
安
（
千
葉
）

対
東
海
大
相
模
（
神
奈
川
）
が
対
戦
し
た
。

　４
回
戦
で
前
回
優
勝
の
国
士
舘（
東
京
）

を
破
っ
た
天
理
で
あ
っ
た
が
、
桐
蔭
学
園

に
２
人
残
し
で
敗
れ
た
。東
海
大
浦
安
は
、

強
豪
の
東
海
大
相
模
に
１
人
残
し
で
勝
利

し
、
初
め
て
決
勝
に
進
出
し
た
。

▽
決
勝

　東
海
大
浦
安

　１
人
残
し

　桐
蔭
学
園

　先
鋒
戦
、
東
海
大
浦
安
・
女
良
対
桐
蔭

学
園
・
渡
部
は
引
き
分
け
。
次
鋒
戦
は
、

東
海
大
浦
安
・
石
神
が
指
導
２
と
な
り
、

桐
蔭
学
園
・
岡
田
が
優
勢
勝
を
収
め
た
。

続
く
試
合
で
は
、
逆
に
岡
田
が
指
導
２
で

東
海
大
浦
安
中
堅
の
ウ
ル
フ
に
敗
れ
た
。

　次
の
ウ
ル
フ
対
桐
蔭
学
園
中
堅
・
藤
井

と
の
対
戦
は
引
き
分
け
と
な
り
、
試
合
は

副
将
同
士
の
対
戦
と
な
る
。
初
め
に
東
海

大
浦
安
・
鎌
田
が
大
内
刈
で
桐
蔭
学
園
・

竹
内
か
ら
有
効
を
奪
い
先
制
す
る
。
し
か

し
、
残
り
１
分
に
竹
内
が
背
負
投
で
一
本

勝
を
収
め
た
。
続
く
竹
内
対
東
海
大
浦
安

大
将
・
ベ
イ
カ
ー
戦
で
は
、
開
始
か
ら
１

分
半
、
ベ
イ
カ
ー
が
大
外
刈
を
決
め
て
一

本
勝
し
、
大
将
対
決
へ
と
繋つ
な

げ
た
。
勢
い

男子
団体
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▶
女
子
団
体
決
勝
中
堅
戦
＝
埼
玉
栄
・
安
（
手
前
）
対
阿
蘇
中
央
・
土
井

　安
の
大
内
刈
が
有
効
と
な
っ
て
優
勢
勝
、
優
勝
に
貢
献
す
る

に
乗
る
ベ
イ
カ
ー
は
開
始
か
ら
25
秒
、
桐

蔭
学
園
大
将
・
山
本
が
前
に
出
た
と
こ
ろ

に
合
わ
せ
て
隅
落
を
決
め
、
一
本
勝
で
勝

利
。東
海
大
浦
安
が
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

◆
東
海
大
浦
安
・
竹
内
徹
監
督

「
待
望
の
優
勝
が
出
来
ま
し
た
。
体
が
小

さ
く
て
も
技
に
切
れ
が
あ
り
、
特
に
精
神

力
の
強
い
チ
ー
ム
を
育
て
る
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
た
。
ベ
イ
カ
ー
は
調
子
が
良
か
っ

た
の
で
非
常
に
頼
も
し
か
っ
た
。
昨
年
の

震
災
後
は
、
浦
安
も
多
少
被
災
し
て
苦
労

し
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は

今
、
柔
道
が
出
来
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
」

○
女
子

　準
決
勝
は
、
阿
蘇
中
央
（
熊
本
）
対
松

商
学
園
（
長
野
）
と
、
埼
玉
栄
（
埼
玉
）

対
新
田
（
愛
媛
）
と
の
対
戦
と
な
っ
た
。

　阿
蘇
中
央
対
松
商
学
園
は
、
阿
蘇
中
央

の
大
将
・
梅
木
が
払
腰
で
一
本
勝
し
、
１

―
０
で
阿
蘇
中
央
が
決
勝
に
進
ん
だ
。
埼

玉
栄
対
新
田
は
、
埼
玉
栄
中
堅
の
安
が
大

外
返
で
一
本
勝
し
、
１
―
０
で
埼
玉
栄
が

決
勝
に
勝
ち
上
が
っ
た
。

▽
決
勝

　埼
玉
栄

　１
―
０

　阿
蘇
中
央

　埼
玉
栄
・
犬
井
対
阿
蘇
中
央
・
飯
塚
の

先
鋒
戦
は
、
共
に
技
が
決
ま
ら
ず
引
き
分

け
る
。
中
堅
戦
は
、
開
始
か
ら
30
秒
、
阿

蘇
中
央
の
土
井
に
対
し
て
、
埼
玉
栄
・
安

の
放
っ
た
大
内
刈
が
有
効
と
な
り
、
安
が

優
勢
勝
を
収
め
て
リ
ー
ド
し
た
。
大
将
戦

は
、
阿
蘇
中
央
・
梅
木
の
攻
め
を
埼
玉
栄

の
小
針
が
凌し
の

い
で
引
き
分
け
、
１
―
０
で

埼
玉
栄
が
３
年
ぶ
り
３
回
目
の
優
勝
を
果

た
し
た
。

◆
埼
玉
栄
・
本
松
好
正
監
督

「
４
回
戦
ま
で
行
け
れ
ば
優
勝
出
来
る
と

思
っ
て
臨
み
ま
し
た
。
決
勝
は
先
鋒
、
中

堅
で
勝
負
が
決
ま
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
最
後
は
大
将
の
小
針
が
良
く
凌
い

で
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
嬉
し
い
で
す
」

◉
個
人
戦

　個
人
戦
は
、
男
女
共
に
体
重
別
４
階
級

及
び
無
差
別
に
分
か
れ
、
各
ク
ラ
ス
に
全

国
各
都
道
府
県
の
代
表
47
名
が
出
場
し
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
争
わ
れ
た
。

　な
お
、
試
合
時
間
は
３
分
で
、
得
点
差

が
な
い
場
合
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
の
延

長
戦
（
２
分
）
を
行
い
、
そ
れ
で
も
勝
敗

が
決
し
な
い
場
合
は
旗
判
定
で
決
し
た
。

○
男
子

▽
60
㎏
級

　決
勝
は
大
島
優
磨
（
東
京
・
国
士
舘
）

と
林
浩
平
（
北
海
道
・
北
海
）
が
対
戦
。

試
合
は
大
島
の
攻
め
を
林
が
返
す
展
開
が

続
き
、
一
進
一
退
の
ま
ま
延
長
戦
と
な
っ

た
。
延
長
開
始
早
々
、
大
島
の
小
内
刈
か

ら
右
手
で
足
を
抱
え
て
倒
し
た
技
が
有
効

と
な
る
。
大
島
の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

▽
73
㎏
級

　村
上
洋
平
（
愛
媛
・
新
田
）
と
橋
口
祐

葵
（
宮
崎
・
延
岡
学
園
）
が
決
勝
に
進

出
。
開
始
か
ら
１
分
過
ぎ
、
防
戦
一
方
の

村
上
は
指
導
１
を
受
け
る
。
橋
口
は
途
中

左
膝
を
痛
め
る
が
、
優
勢
の
ま
ま
延
長
戦

へ
。
開
始
か
ら
45
秒
、
一
瞬
の
隙
に
引
き

込
ん
で
投
げ
た
村
上
の
引
込
返
が
技
有
と

な
り
、
村
上
が
優
勝
を
手
に
入
れ
た
。

▽
81
㎏
級

　決
勝
に
は
小
原
拳
哉
（
神
奈
川
・
東
海

大
相
模
）
と
佐
藤
正
大
（
福
岡
・
大
牟
田
）

が
勝
ち
上
が
っ
た
。
開
始
か
ら
果
敢
に
小

原
が
攻
め
る
が
、
佐
藤
は
凌
ぎ
切
っ
て
、

延
長
戦
と
な
る
。
延
長
戦
で
も
小
原
が
積

極
的
に
攻
め
る
。
後
半
、
佐
藤
も
反
撃
を

見
せ
た
が
試
合
終
了
。
旗
判
定
と
な
り
、

３
―
０
で
小
原
が
優
勢
勝
し
、優
勝
し
た
。

▽
90
㎏
級

　決
勝
は
ベ
イ
カ
ー
茉
秋
（
千
葉
・
東
海

大
浦
安
）
対
横
田
雄
斗
（
東
京
・
国
士
舘
）

の
対
戦
。
開
始
か
ら
１
分
、
ベ
イ
カ
ー
の

奥
襟
を
嫌
っ
た
横
田
が
首
抜
き
の
反
則
を
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ニュース

し
て
指
導
１
と
な
る
。
な
お
も
ベ
イ
カ
ー

有
利
の
組
手
の
ま
ま
試
合
が
続
き
、
１
分

26
秒
、
横
田
の
放
っ
た
右
の
大
内
刈
を
捌さ
ば

い
て
上
体
を
捻ひ
ね

っ
て
仕
掛
け
た
ベ
イ
カ
ー

の
隅
落
が
決
ま
っ
て
一
本
と
な
る
。
ベ
イ

カ
ー
が
優
勝
を
決
め
た
。

▽
無
差
別

　決
勝
は
横
山
尭
世
（
栃
木
・
國
學
院
大

栃
木
）
と
ウ
ル
フ
ア
ロ
ン
（
千
葉
・
東
海

大
浦
安
）
と
の
対
戦
。
横
山
は
体
格
差
を

活
か
し
て
ウ
ル
フ
の
背
中
を
握
っ
て
攻
め

立
て
る
。
ウ
ル
フ
も
負
け
じ
と
対
抗
す
る

が
、
次
第
に
疲
れ
が
見
え
始
め
る
。
１
分

53
秒
、
横
山
の
得
意
と
す
る
左
払
腰
が
決

ま
っ
て
、
横
山
が
優
勝
を
遂
げ
た
。

○
女
子

▽
52
㎏
級

　決
勝
は
岡
本
理
帆
（
静
岡
・
藤
枝
順
心
）

と
山
田
樹
（
宮
崎
・
宮
崎
商
）
と
の
対
戦
。

試
合
は
岡
本
の
勢
い
が
山
田
を
上
回
り
、

山
田
は
防
戦
を
強し

い
ら
れ
る
。
延
長
戦
と

な
り
、
岡
本
の
ペ
ー
ス
で
試
合
は
展
開
す

る
も
ポ
イ
ン
ト
を
奪
え
ず
試
合
終
了
。
旗

判
定
３
―
０
で
岡
本
が
勝
ち
、優
勝
し
た
。

▽
57
㎏
級

　決
勝
は
山
本
杏
（
神
奈
川
・
桐
蔭
学
園
）

と
芳
田
司
（
福
岡
・
敬
愛
）
が
勝
ち
上
が
っ

た
。
開
始
か
ら
山
本
の
積
極
的
な
攻
め
が

目
立
ち
、
50
秒
、
山
本
が
小
内
刈
で
有
効

を
奪
う
。
な
お
も
試
合
は
山
本
の
ペ
ー
ス

で
進
み
、
１
分
30
秒
に
も
、
山
本
の
左
の

大
内
刈
が
有
効
と
な
る
。
そ
の
ま
ま
試
合

終
了
と
な
り
、
山
本
が
優
勝
を
決
め
た
。

▽
63
㎏
級

　松
本
千
奈
津
（
宮
崎
・
宮
崎
商
）
と
津

金
恵
（
長
野
・
松
商
学
園
）
が
決
勝
に
進

出
し
た
。
開
始
１
分
、
鋭
く
放
っ
た
松
本

の
右
大
外
刈
で
津
金
が
勢
い
よ
く
横
に
倒

れ
、
斜
め
後
ろ
の
主
審
は
思
わ
ず
一
本
を

宣
告
し
た
が
、
取
り
消
さ
れ
て
有
効
と
な

る
。
そ
の
後
、
津
金
も
反
撃
す
る
が
及
ば

ず
、試
合
終
了
。
松
本
が
優
勝
に
輝
い
た
。

▽
70
㎏
級

　決
勝
は
村
山
の
ど
か
（
静
岡
・
市
立
沼

津
）
対
長
内
香
月
（
富
山
・
高
岡
龍
谷
）。

試
合
は
一
進
一
退
の
攻
防
が
続
い
た
が
、

徐
々
に
長
内
が
押
す
展
開
と
な
り
、
開
始

２
分
、村
山
に
指
導
１
が
付
く
。
し
か
し
、

そ
の
直
後
、
組
ん
で
体
落
か
ら
谷
落
へ
変

化
し
た
村
山
の
技
が
見
事
に
決
ま
り
、
一

本
。
村
山
が
優
勝
を
手
に
入
れ
た
。

▽
無
差
別

　決
勝
に
は
橋
本
朱
未
（
東
京
・
淑
徳
）

と
藤
原
恵
美
（
愛
知
・
大
成
）
が
勝
ち
上

が
る
。
体
格
に
勝
る
橋
本
が
藤
原
の
奥
襟

女子 63㎏級決勝＝松本（右）対津金
松本の大外刈が有効となる

女子 57㎏級決勝＝山本（手前）対芳田
山本が小内刈で有効を奪う 女子 52㎏級決勝＝岡本（左）対山田

男子 81㎏級決勝＝小原（左）対佐藤
男子 73㎏級決勝＝村上（下）対橋口
村上の引込返が技有となる

男子 60㎏級決勝＝大島（左）対林
大島が小内刈から足を抱えて有効を奪う
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を
捕
っ
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
掛
け
、
攻
勢

に
出
る
。
50
秒
、
組
手
を
嫌
う
藤
原
は
指

導
１
を
受
け
、
橋
本
優
位
の
ま
ま
延
長
戦

と
な
る
。
延
長
戦
で
も
橋
本
の
攻
め
に
対

男子団体戦・優勝＝東海大浦安

【
大
会
結
果
】

■
男
子
団
体
＝
①
東
海
大
浦
安
（
千
葉
）
②
桐
蔭
学
園
（
神
奈
川
）
③
天
理
（
奈
良
）、
東

海
大
相
模
（
神
奈
川
）

■
女
子
団
体
＝
①
埼
玉
栄（
埼
玉
）②
阿
蘇
中
央（
熊
本
）③
松
商
学
園（
長
野
）、新
田（
愛
媛
）

■
男
子
個
人

▽
60
㎏
級
＝
①
大
島
優
磨
（
東
京
・
国
士
舘
）
②
林
浩
平
（
北
海
道
・
北
海
）
③
竹
内
文
汰
（
大

　阪
・
東
海
大
仰
星
）、
田
中
崇
晃
（
栃
木
・
白
鷗
大
足
利
）

▽
73
㎏
級
＝
①
村
上
洋
平
（
愛
媛
・
新
田
）
②
橋
口
祐
葵
（
宮
崎
・
延
岡
学
園
）
③
三
浦
拓

海
（
岩
手
・
盛
岡
大
附
）、
武
居
世
悟
（
長
野
・
東
海
大
三
）

▽
81
㎏
級
＝
①
小
原
拳
哉
（
神
奈
川
・
東
海
大
相
模
）
②
佐
藤
正
大
（
福
岡
・
大
牟
田
）
③

岩
橋
龍
汰
（
佐
賀
・
龍
谷
）、
金
山
天
地
（
大
分
・
柳
ケ
浦
）

▽
90
㎏
級
＝
①
ベ
イ
カ
ー
茉
秋
（
千
葉
・
東
海
大
浦
安
）
②
横
田
雄
斗
（
東
京
・
国
士
舘
）

③
大
町
隆
雄
（
福
岡
・
大
牟
田
）、
竹
下
恭
平
（
鹿
児
島
・
明
桜
館
）

▽
無
差
別
＝
①
横
山
尭
世
（
栃
木
・
國
學
院
大
栃
木
）
②
ウ
ル
フ
ア
ロ
ン
（
千
葉
・
東
海
大

浦
安
）
③
尾
原
琢
仁
（
兵
庫
・
科
学
技
術
）、
佐
藤
和
哉
（
静
岡
・
静
岡
学
園
）

■
女
子
個
人

▽
52
㎏
級
＝
①
岡
本
理
帆
（
静
岡
・
藤
枝
順
心
）
②
山
田
樹
（
宮
崎
・
宮
崎
商
）
③
鶴
岡
来

雪
（
愛
媛
・
新
田
）、
飯
塚
貴
恵
（
熊
本
・
阿
蘇
中
央
）

▽
57
㎏
級
＝
①
山
本
杏
（
神
奈
川
・
桐
蔭
学
園
）
②
芳
田
司
（
福
岡
・
敬
愛
）
③
平
岩
亜
扇
（
愛

知
・
同
朋
）、
原
田
千
賀
子
（
兵
庫
・
夙
川
学
院
）

▽
63
㎏
級
＝
①
松
本
千
奈
津
（
宮
崎
・
宮
崎
商
）
②
津
金
恵
（
長
野
・
松
商
学
園
）
③
森
田

朝
子
（
京
都
・
京
都
学
園
）、
安
沙
好
（
埼
玉
・
埼
玉
栄
）

▽
70
㎏
級
＝
①
村
山
の
ど
か
（
静
岡
・
市
立
沼
津
）
②
長
内
香
月
（
富
山
・
高
岡
龍
谷
）
③

佐
俣
優
依
（
神
奈
川
・
三
浦
学
苑
）、
山
中
英
林
加
（
奈
良
・
奈
良
育
英
）

▽
無
差
別
＝
①
橋
本
朱
未
（
東
京
・
淑
徳
）
②
藤
原
恵
美
（
愛
知
・
大
成
）
③
滝
川
真
央
（
静

岡
・
富
士
市
立
）、
梅
木
真
美
（
熊
本
・
阿
蘇
中
央
）

女子団体戦・優勝＝埼玉栄

し
、
藤
原
は
防
戦
一
方
と
な
り
、
残
り
50

秒
、
審
判
団
が
集
ま
り
、
藤
原
に
指
導
２

が
与
え
ら
れ
、
橋
本
の
優
勢
勝
が
決
ま
り

試
合
終
了
。
橋
本
が
優
勝
を
果
た
し
た
。

男子無差別決勝＝横山（右）対ウルフ
横山が払腰で一本勝する

男子 90kg 級決勝＝
ベイカー（手前）対横田
ベイカーの隅落が決まる

女子無差別決勝＝橋本（右）対藤原

女子 70kg 級決勝＝
村山（右）対長内
村山が谷落で一本勝を収める
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〈広告〉

（ 

四
六
判
・
上
製
・
５
５
２
頁 

）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

役に立つ
少年柔道指導法

向井 幹博 著
講道館道場指導部課長

( Ａ５判・並製・DVD付・414頁 )

女子柔道の
　　歴史と課題

山口 香 著
筑波大学大学院准教授

（ 四六判・上製・412頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

嘉納治五郎師範に学ぶ

村田 直樹 著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・292頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376頁 ）

武道
過去・現在・未来

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

柔道は
すばらしい

腹巻 宏一 著
柔道塾紀柔館館長

（ 四六判・上製・310頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

( B５判・上製・DVD付・336頁 )

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410頁 ）


